
製造業における
労働災害防止対策

(設備的対策)

彦根労働基準監督署
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労働災害発生状況



死傷災害発生状況の推移(滋賀県)
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令和4年12月末速報値
全産業：2577件(+1130件 +78.1%)
製造業： 379件(- 68件 -15.2%)

うち新型コロナ感染症
全産業：1265件(+1085件)
製造業： 20件(- 45件)

全産業ではコロナ以外が
45件の増加

製造業ではコロナ以外が
23件の減少



死傷災害発生状況の推移(彦根署管内)
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令和4年12月末速報値
全産業：668件(+326件 +95.3%)
製造業：121件(- 11件 – 8.3%)

うち新型コロナ感染症
全産業：357件(+306件)
製造業： 6件(- 9件)

全災害の半数以上がコロナ関連
製造業はコロナ以外は微減だが

高止まり傾向



死亡災害発生状況(滋賀県)
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令和4年は12月末で10件発生
前年同時期は7件
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令和2-４年
死亡災害事例

(製造業)
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死亡災害事例 R4-1

令和4年4月発生(化学工業)

工場敷地内に浄化槽が設置されているが、水
面に浮かんでいる状態の被災者が発見され、救
急搬送されたが病院で死亡が確認されたもの。

浄化槽上には通路が架設されており、被災者
は、通路から槽内を確認していたところ、誤っ
て墜落したものと推定された。



労働安全衛生規則第518条

高さ2ｍ以上の箇所で作業を行う場合で、墜落
により作業者に危険を及ぼすおそれのあるとき
は、足場等を設置しなければならない。

また、高さが2ｍ以上の箇所にある、作業床の
端、開口部には、手すり、囲い等を設置しなけ
ればならない。

上記の足場等の設置が困難な場合、墜落制止
用器具を使用しなければならない。

高所作業に係る安全対策
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死亡災害事例 R4-2

令和4年9月発生(紙製品製造業)

被災者は、工場内の製品倉庫においてクレー
ンを運転し、製品（紙ロール）を積み上げる作
業に従事していた。製品を３段積み上げた時点
で、製品の位置を確認していたところ、最下段
に輪止めを設置していなかったため、製品が荷
崩れを起こし、壁面との間に挟まれたもの。



労働安全衛生規則第432条

事業者は、はいの崩壊、荷の落下により労働
者に危険を及ぼすおそれのあるときは、はいを
ロープで縛り、網を張り、くい止めを施す等、
危険を防止するための措置を講じなければなら
ない。

はいの崩壊による危険防止
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死亡災害事例 R4-3

令和4年9月発生(化学工業)

被災者は、攪拌タンクを使用して、各種原料
を攪拌、混合し、塗料を製造する業務に従事し
ていた。攪拌タンク内に顔料粉末を投入してい
たところ、攪拌装置（プロペラ）に顔料の袋が
絡まり、タンク内に引き込まれ落下、攪拌装置
に巻き込まれたもの。



労働安全衛生規則第142条

事業者は、混合機、粉砕機の内部に転落する
ことにより労働者に危険を生じるおそれのある
ときは、蓋、囲い、柵等を設置しなければなら
ない。

作業の性質上、蓋、囲い、柵等を設置するこ
とができない場合は、墜落制止用器具を使用さ
せる等の措置を講じなければならない。

攪拌機等による危険防止

12



13

死亡災害事例 R3-1

令和3年1月発生(土石製品工業)

被災者は、設備のトラブル発生要因の特定を
行うため、設備の周囲に設置された安全柵越し
に設備の動作を確認していた。

被災者の位置が無人搬送車の走行経路であっ
たため、接近してきた無人搬送車と安全柵の間
にはさまれたもの。
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構内運搬車との接触防止

労働安全衛生規則第151条の7

事業者は、車両系荷役運搬機械(フォークリフ
ト、構内運搬車)を用いて作業を行う時は、運転
中の車両又はその荷に接触することにより労働
者に危険が生じるおそれのある箇所に労働者を
立ち入らせてはならない。

ただし、誘導者を配置し、当該車両を誘導さ
せる時はこの限りではない。

フォークリフトと同様に

車両優先が原則であることに注意



死亡災害事例 R3-2

令和3年2月発生(機械器具製造業)

被災者は、機械設備の修理等を担当し、工作
機械の改造工事に従事していた。被災者は、機
械の制御盤上で、機械本体と制御盤を接続する
配線用ダクト内の状況を確認していたところ、
機械裏側に存在し、加工部と連動するカウン
ターウエイトが接近していることに気づかず、
ダクトとの間に頭部をはさまれたもの。

15



16

死亡災害事例 R3-3

令和3年8月発生(その他の製造業)

原材料の殺菌工程において、被災者は圧力容
器で殺菌した材料を乗せた台車を取出室に移動
させ、圧力容器の出口の扉を閉めるスイッチを
押そうとしたところ、非常停止装置が作動して
おり扉が閉まらなかった。

非常停止装置の解除を行おうとするも解除で
きず、取出室に計２５分滞在していたところ、
圧力容器から出てくる熱風により室温が上昇し
ていたことで、熱中症を発症。

救急搬送されたが、４日後に多臓器不全で死
亡したもの。



STOP！熱中症ｸｰﾙﾜｰｸｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
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STOP!熱中症クールワークキャンペーン

熱中症災害を防止するため、毎年、「STOP!熱
中症クールワークキャンペーン」が展開され、
夏季には以下の事項の実施をお願いしている。

 WBGT値の把握

 作業計画の策定

 暑熱環境の改善

 休憩室の整備(冷房、水分、塩分の設置)

 服装の見直し(空調服等)

 熱順化期間の設定

 一定時間ごとに水分、塩分補給

 健康管理
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死亡災害事例 R3-4

令和3年8月発生(化学工業)

被災者は、客先から回収した産業廃棄物をタ
ンクローリーから汚泥ピットへ投入する作業に
従事していた。廃棄物の大半をピットへ投入後、
タンク内で高圧水、スコップで残存物を掻き出
していたところ、意識を失い、ピットに落下し、
溺死したもの。廃棄物の揮発性は低く、酸欠の
可能性は考えられないものであった。
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死亡災害事例 R3-5

令和3年9月発生(化学工業)

被災者は、ロール状に巻いたフィルムを自動
バンド結束機を使用して結束する作業に従事し
ていた。フィルム側面に製品識別コードを貼り
忘れたため貼ろうとしたところ、フィルムリフ
トアップ機構が作動し、リフトアップ用アーム
と機械フレームの間に頭部をはさまれたもの。
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掃除等の場合の運転停止

労働安全衛生規則第107条

事業者は、機械の掃除、給油、検査、修理、
調整の作業を行う場合において、危険を及ぼす
おそれのある時は、機械の運転を停止しなけれ
ばならない。

機械の運転を停止した時は、当該機械の起動
装置に錠をかける、起動装置の掲示板を取り付
ける等、作業従事者以外の者が機械を運転する
ことを防止するための措置を講じなければなら
ない。

※短時間での調整等の作業にも適用
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死亡災害事例 R2-1

令和2年5月発生(窯業土石製品製造業)

被災者は、原材料をタンクに投入する業務に
従事していた。別の作業者がタンクのマンホー
ルが開放されていたため覗き込んだところ、原
材料粉末に埋もれた状態で発見された。

原材料投入作業時にマンホールから墜落した
ものと推定された。



労働安全衛生規則第533条

作業中、通行の際に転落することにより、火
傷、窒息等の危険を及ぼすおそれのあるタンク、
ホッパー、ピット等が存在するときは、必要な
箇所に安全柵を設けなければならない。

安全柵が設置できない場合は、墜落制止用器
具を使用させる等の措置が必要となる。

タンク等への転落防止
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死亡災害事例 R2-2

令和2年7月（金属製品製造業）

被災者は、塗装された鉄骨の仕上げを確認す
る作業に１人で従事していた。

他の作業者が、鉄骨塗装作業場付近を移動し
ていたところ、倒れている被災者を発見し、救
急搬送されたが、病院で死亡したもの。死因は
熱中症と診断された。

作業場所は、屋根があるものの３方向に壁が
存在せず、屋外に近い環境であった。
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死亡災害事例 R2-3

令和2年12月（繊維工業）

被災者は、２種類のシートをロール機で接着
し、建設用内装材を製造する業務に従事してい
た。シートの切断工程に不具合が発生したため、
被災者はロール機の動作を停止しないまま不具
合の解消を行おうとしたところ、ロール機に巻
き込まれたもの。
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労働安全衛生規則第144条

事業者は、シート等を通すロール機の労働者
に危険を及ぼすおそれのある部分には、囲い、
ガイドロール等を設けなければならない。

※ 安全装置として、カバー等の他、巻き込ま
れた作業者自身が操作可能な非常停止スイッ
チも含まれ、一般的にはカバー等よりもス
イッチを装備している機械が多いため、巻き
込まれること自体を防止する機能が存在しな
い場合が多い。

ロール機による危険防止
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死亡災害事例 R2-4

令和2年12月発生(機械器具製造業)

被災者は、自動で鋳造部品を製造する一連の
鋳造装置の運転業務に従事していた。鋳造装置
に溶融した金属が注入される前段階において、
油圧機構による金型の閉止及び締め付けが行わ
れるが、閉じる金型に頭部をはさまれたことに
より死亡したもの。
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死亡災害事例 R2-5

令和2年12月発生(木製品製造業)

木材加工の一連の作業を自動で行う機械に不
具合が発生。被災者は、復旧作業のため、機械
の運転を停止しないまま、機械の動作範囲に立
ち入り、状況を確認していたところ、接近して
きた木材を水平方向に移動させる装置と、機械
のフレームにはさまれたもの。
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製造業の
災害発生傾向



事故の型別災害分析(令和3年 滋賀県 製造業)
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はさまれ・巻き込まれ
が前年から大きく増加

（+41.9％）



事故の型別災害分析(令和4年 滋賀県 製造業)
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はさまれ・
巻き込まれ災害

防止対策



は巻込災害の起因物(令和4年 滋賀県 製造業)
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特定のカテゴリー
に該当しない多種
多様な機械設備
で多発している



は巻込災害の起因物(令和4年 滋賀県 製造業)
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・原動機 ・計量機
・動力伝達機構 ・電気溶接機
・ポンプ ・製品取出機
・袋詰機 ・接着剤塗布機
・包装機 ・印刷機
・巻出装置 ・射出成型機
・衣類プレス機 ・圧入機
・紙加工機 ・布加工機
・薬品充填機 ・紡績関係装置
・寸法測定器 ・樹脂混錬機
・結束機 ・混綿機
・検査装置 ・染色加工機

など

はさまれ、巻き込まれている箇所は、
モーター、チェーン、ギヤ、ローラー、
シリンダー、開閉、上下動、挟み込み等

の動作部、プロペラ、等



は巻災害の原因(令和4年 彦根署 製造業)
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はさまれ災害等の原因は、
機械の調整、復旧等作業
時に停止を行わないたこと、
カバー等により危険部分が
隔離されていないこと
が大半であった。



は巻災害の原因(令和3年 彦根署 製造業)
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はさまれ・巻き込まれ災害の分類

はさまれ・巻き込まれ災害は、以下の２類型
が圧倒的に多い。

① 本来、機械を停止した上で行うべき作業を
機械を停止しなかったことで発生する災害
（＝停止の原則違反型）

② 動作部等に安全カバー等が設置されていな
い、設置範囲がせまい等により発生する災害
（危険限界への誤接近＝隔離の原則違反型）
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はさまれ・巻き込まれ災害の分類

この２類型に加えて、以下の類型も併せて、
概ねこの４類型で製造業のはさまれ・巻き込ま
れ災害が説明できる。

③ 機械の動作を停止し、本来動かないはずの
機械の動作範囲内での作業の際に機械が動き
出すことによる災害（停止の原則違反の別型
＝不意の動作型）

④ 動力機械等によらず、作業者自身の力や加
工対象物等の重量で指先等をはさんでしまう
災害（＝自身の動作型）
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停止の原則違反型災害の事例
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停止の原則型災害の発生機構
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災害事例の様に、本体、機械設備の動作を停
止した上で行うべき、機械設備の調整、復旧等
の作業の際に機械を停止しないまま作業を行う
ことで、機械の動作部等にはさまれ・巻き込ま
れる災害。

機械の通常運転時には、動作部を覆うカバー
が存在しても、機械設備の調整、復旧等作業は
作業の性質上、カバーを取り外す必要がある等、
ハード面での対策が機能しないことが多く、そ
こに機械の運転を停止しないという不安全行動
が重なることで災害が発生する。



労働災害発生メカニズム
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作業者の注意力等
によっては

回避できることも

スイスチーズモデル

危険事象（ハザード）と
作業者が接触することで
災害発生可能性（リスク）

が生じる
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掃除等の場合の運転停止

労働安全衛生規則第107条

事業者は、機械の掃除、給油、検査、修理、
調整の作業を行う場合において、危険を及ぼす
おそれのある時は、機械の運転を停止しなけれ
ばならない。

機械の運転を停止した時は、当該機械の起動
装置に錠をかける、起動装置の掲示板を取り付
ける等、作業従事者以外の者が機械を運転する
ことを防止するための措置を講じなければなら
ない。

※短時間での調整等の作業にも適用



停止の原則型災害への基本的対策(ﾊｰﾄﾞ)
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ハード対策の基本として、機械設備の加工、
動作部を覆うカバーには、取り外すことで機械
が停止するインターロック、エリアセンサーを、
機械設備全体を囲う安全柵の出入口には、扉を
開閉することで機械が停止するプラグスイッチ
を設置することで、危険限界へのアクセスの際
に機械設備を必ず停止させることができる。

機械設備の内部機構等へアクセスするための
外装板等の全てにインターロックを設けること
は困難であるため、内部機構の調整の際にはソ
フト的対策も必要となる。



停止の原則型災害への基本的対策
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プラグスイッチ エリアセンサー インターロック



停止の原則型災害への基本的対策(ｿﾌﾄ)
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ソフト対策の基本として、ハード対策が施さ
れていないカバー、扉を開放する際には、機械
自体を必ず停止させること。エリアセンサー等
を感知させ、一時的な非常停止を行うのではな
く、メインスイッチをオフにすること（非常停
止させている要素がクリアすることで動作を再
開することを防止するため）。



停止の原則型災害への基本的対策(ｿﾌﾄ)
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停止の原則は、大掛かりな機械の復旧、調整
等だけではなく、切粉払い等のごく短時間の作
業にも適用されることに注意。

ごく短時間の調整、復旧作業を機械を運転さ
せたまま行うことで、効率的に作業を行うこと
ができる場合も多く、死亡災害事例の要因にも
なっている。また、ラインを止めることに抵抗
を感じる作業者も多い。

職長等の管理者は、普段から、非常時に躊躇
せずにラインを止めるよう教育しておくことが
重要。



危険予知活動（ＫＹ活動）
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機械設備の復旧、調整等、非定常作業開始前
には、危険予知活動（ＫＹ活動）を実施。

ＫＹ活動とは、作業開始前に、その作業に潜
在する危険性や、発生する可能性のある災害を
予想し、事前に行うべき対策等を予知、検討す
る活動を言う。口頭のみではなく、ＫＹシート
に記入する形で行うことが望ましい。

ＫＹ活動を行うことで、作業を一旦停止させ、
機械を動作させたまま作業を開始することを踏
みとどまらせることが重要。



ＫＹシートの一例
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作業者が心がけること

49

“ 止めて 呼んで 待つ ”

不具合等発生時は、まず機械を止めて、担当
者を呼んで、来るまで待つこと

“ 入るのを止めよう

入るなら止めよう ”

危険箇所に身体が入るのを止めよう、危険箇
所に入るなら、機械を止めよう



停止の原則違反型災害対策の好事例
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自動運転機械の隔離区画の
扉にインターロック機構を設
置することで、機械が動いた
状態で作業者が隔離区画内部
に立ち入ることができないよ
うにしている。

機械運転中にカバー内部に
手を入れることが厳禁である
旨を記した表示物を掲示して
いる。



停止の原則違反型災害対策の好事例

51

動作範囲が広く、有効なカ
バーを設置することが困難な
機械について、マットタイプ
のエリアセンサーを設置し、
稼働状態の危険箇所への接近
を防止している。



停止の原則違反型災害対策の好事例

52

ロール機には有効な安全カ
バーを取り付けることが困難
であり、一般に、安全カバー
の代わりに巻き込まれた作業
者自身が操作できる非常停止
スイッチが安全装置として装
備される。

作業者がロールに巻き込ま
れた場合、それがどのような
位置、どのような体勢であっ
ても、直ちに操作できるよう、
蹴ることで作動する非常停止
スイッチを設置している。



停止の原則違反型災害対策の好事例

53

圧延ロール機からサンプル
としてワークの一部を取り出
す作業の際、作業者の手が
ロールに巻き込まれることを
防止するため、危険限界付近
にエリアセンサー（受信装
置）を設置し、作業者はエリ
アセンサーに対応するリスト
バンド型発信装置を装着する
ことで、危険限界内に作業者
の手首が巻き込まれる前に
ロール機の動作を停止させる
もの。



停止の原則違反型災害対策の好事例

54

試験用のロール機も同様の
システムが構築されている。
さらに、この試験機はセン
サーチェックをしてからでな
いと作動しない機能が搭載さ
れている。



隔離の原則違反型災害の事例

55



隔離の原則型災害の発生機構

56

災害事例の様に、本体、機械設備の動作部に
対して安全カバー等の隔離措置を設置すべきと
ころ、隔離措置が存在しないことで、機械の動
作部等にはさまれ・巻き込まれる災害。

機械の動作部を覆う安全カバーが存在しない
状況において、作業者の接近が重なることで災
害が発生する。
安全カバーが存在し、通常運転の際の作業者

の立位置から見て、機械の動作部を覆うことが
できていても、機械の裏側の通路側から見ると、
動作部を覆うことができていないことも。



安全カバーの無い箇所への誤接近

災害事例(食品製造業、監視作業)

被災者は、食品加熱用機械の監視業務に従事
していた。

機械前から移動する際、体勢を入れ替えたと
ころ、足下が滑り体勢を崩し、転倒しそうに
なった。被災者は、咄嗟に機械を掴んだところ、
その箇所が装置の動力伝達部であったため回転
部に指をはさまれ、骨折を負ったもの。

57



58

原動機、動力伝達機構による危険防止

 安衛則第101条

事業者は、機械の原動機、回転軸、歯車、
プーリー、ベルト等の労働者に危険を及ぼすお
それのある部分には、覆い、囲い等を設けなけ
ればならない。

※ 作業者が直接取り扱う訳ではない部分で
あっても、通路の隣接箇所等、作業者が接触
する可能性がある場合は規則の対象となる。



労働安全衛生規則第144条

事業者は、シート等を通すロール機の労働者
に危険を及ぼすおそれのある部分には、囲い、
ガイドロール等を設けなければならない。

※ 安全装置として、カバー等の他、巻き込ま
れた作業者自身が操作可能な非常停止スイッ
チも含まれ、一般的にはカバー等よりもス
イッチを装備している機械が多いため、巻き
込まれること自体を防止する機能が存在しな
い場合が多い。

ロール機による危険防止

59



60

プレス機械による危険防止

安衛則第131条

事業者は、プレス機械、シャーについては、
カバーを設ける等、労働者の身体の一部が危険
限界に入らない措置を講じなければならない。

ただし、作業の性質上、上記措置が困難な場
合は、安全装置を設けなければならず、一般的
には、光線式安全装置や両手操作式安全装置が
使用される場合が多い。



隔離の原則型災害への基本的対策(ﾊｰﾄﾞ)

61

隔離の原則の徹底を図ることは、カバー、安
全柵等のハード面での対策を徹底することとイ
コールであるため、機械設備の通常の使用方法
に対するリスクアセスメントを実施し、必要な
対策を講じることが有効である。

リスクアセスメントを実施するのに最も効果
的なタイミングは機械設備の導入時であるため、
確実に実施するとともに、既に設置されている
機械設備に対しても優先度を定めて、計画的に
実施する。



リスクアセスメント関連資料

62
厚生労働省 リスクアセスメント 検 索



隔離の原則型災害への基本的対策(ｿﾌﾄ)

63

ボルト等で固定されている安全カバーは現場
側で勝手に取り外されていないか、管理者は定
期的に確認を行い、隔離状態を維持する。

安全カバー等が設けられている機械設備につ
いて、作業者の立位置以外の側が通路等になっ
ていないか、通路になっているのであれば、安
全カバーが通路側からの接近に対応できている
かを確認し、必要に応じて安全カバーの増設や
通路の使用禁止を検討する。

加工部が大きくスライドする構造の機械設備
についても、同様の対策が必要であること。



隔離の原則違反型災害対策の好事例

64

ハザードを囲い込みを安全
管理の基本方針としており、
人が関与しないコンベヤに対
してもインターロック機構付
きの安全柵を設けている。

安全柵内での非定常作業時
にコンベヤを急停止するため
のロープスイッチも併設して
いる。



隔離の原則違反型災害対策の好事例

65

安全柵の内部に存在する機
械設備について、安全柵の外
側から操作することも可能な
構造にすることで、作業者の
不安全行動、省略行動の防止
を図っている。

小型のロール機の巻き込ま
れ危険箇所の周囲に危険個所
全体を覆うカバーを設けてい
る。カバーを開けずに内部が
確認できるよう、透明の構造
としている。



隔離の原則違反型災害対策の好事例

66

プレスブレーキを自動化し
たもの。本体全周に隔離区画
を設け、開口部を加工後の
ワーク払出口に限定すること
で、作業者の険限界への立入
りを制限している。



隔離の原則違反型災害対策の好事例

67

プレスブレーキの安全装置
としてレーザー式安全装置を
採用している。また、フット
ペダルは誤操作の危険性が少
ない３点式（ペダル踏切で停
止）のものを使用している。



隔離の原則違反型災害対策の好事例

68

コンベア周囲にアクリル製
カバーが設置されているが、
現場側で勝手に取り外してし
まう事案が発生したため、固
定用ネジを専用工具でのみ外
せるものに交換した。



回転刃への巻き込まれ災害

69

ボール盤の加工部等の回転する刃に手袋ごと
巻き込まれる災害も複数発生している。

安衛則第111条により、ボール盤等の回転刃に
巻き込まれる危険性のある機械を使用する際は、
手袋の着用が禁止され、これは、通常の軍手だ
けではなく皮手袋についても同様であること。

加工対象のエッジ等
により創傷の危険性が
あり、手袋を着用せざ
るを得ない場合は、カ
バー等の設置が必要で
あること。



不意の動作型災害の事例

他の作業者による不意の動作

被災者は、他の作業者１名と共同により、機
械の調整作業を行っていた。

機械内部に動力による可動部分が存在するが、
被災者は、機械内部における作業位置上の必要
性から、機械の可動範囲に片足を入れたまま作
業を行っていた。

機械の反対側で作業を行っていた別の作業者
が、被災者が可動部に足を入れていることに気
付かずに機械を動作させたため、被災者は可動
部に足をはさまれ骨折を負ったもの。
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不意の動作型災害の事例

設備トラブルによる不意の動作

被災者は、故障した機械の修理作業を行って
いた。被災者が、シリンダーに空気を送給する
ためのホースを繋ぎ変えるため、ホースを取り
外したところ、突然動き出した機械の動作部と
機械外枠の間にはさまれたもの。

災害発生時、シリンダーに空気を送給しない
状態にして、機械の動作を停止する措置を講じ
ていた筈が、電磁弁の故障によりシリンダーへ
の空気の供給が停止せず、機械が動作してし
まったもの。

71



不意の動作型災害の発生機構

72

災害事例の様に、停止の原則に基づいて機械
設備を停止した上で調整等作業を開始したが、
その後の作業中に何らかの要因（別の作業者が
誤って機械設備の動作を再開する、設備的不具
合により機械設備の動作が再開する等）により、
作業者が意図せず、機械設備が動作を再開する
ことで発生する災害。

作業者は機械設備が動作するとは想定してい
ないため、危険限界内部に深く入り込んでいる
こともあり、その場合には重篤な災害となる可
能性が高い。



73

設備停止後に実施すべき措置

労働安全衛生規則第107条

事業者は、機械の掃除、給油、検査、修理、
調整の作業を行う場合において、危険を及ぼす
おそれのある時は、機械の運転を停止しなけれ
ばならない。

機械の運転を停止した時は、当該機械の起動
装置に錠をかける、起動装置の掲示板を取り付
ける等、作業従事者以外の者が機械を運転する
ことを防止するための措置を講じなければなら
ない。

※短時間での調整等の作業にも適用



不意の動作型災害への基本的対策(ﾊｰﾄﾞ)

74

不意の動作型災害を防止するためには、停止
の原則違反型災害対策の説明のとおり、エリア
センサー等ではなく、メインスイッチにより動
作を停止させることで設備的要因による不意の
動作を防止することが望ましい。

停止操作を行った後は、スイッチに運転停止
中であることを示す掲示物の設置し他の作業者
に状況を把握させることや錠前等をスイッチに
取付け作業者がカギを持つことで物理的に設備
を動作制限する等の対策が必要。



不意の動作型災害への基本的対策(ｿﾌﾄ)

75

機械設備によっては、スイッチごとに停止操
作の影響範囲が分かれており、１箇所のスイッ
チを押しただけでは装置全体が停止しない場合
もあり、その場合には停止範囲を明確に示した
図を掲示する等の対策が必要。

複数名で機械の調整等の作業を行う際で、機
械の動作を行う場合には、相互の合図により、
作業者同士が互いの位置関係や安全を確認した
上で行うこと。



不意の動作型災害対策の好事例

76

機械設備が装備している各
種非常停止装置が作動すると、
非常停止ボタン自体や表示灯
が点灯し、非常停止状態であ
ることが明確に分かるように
している。

非常停止装置の近くには、
その停止範囲を表示しており、
作業者が安全柵の内部に入る
際に停止範囲を誤解すること
の防止を図っている。



プレスブレーキの側方、後
方をカバーする全面囲いが設
置されているとともに、後方
の扉部分には、ロックアウト
を徹底するため、プラグス
イッチと一体化し、錠前を取
り付けることで扉が閉まるこ
と（プレスブレーキが動作可
能になること）を防止する機
構を備えたドアノブが装備さ
れている。

不意の動作型災害対策の好事例

77



自身の動作型災害の事例

重量物による災害事例

被災者は、原材料である鋼管が置かれていた
パレット上から、床面に下ろそうとしていたが、
鋼管を床面に置く際、持ち手を抜くタイミング
が合わず、鋼管と床面の間に指をはさみ、骨折
を負ったもの。

建屋扉による災害事例

被災者は、移動中に扉を閉めようした際、他
の作業者に声をかけられ、気を取られたため、
扉を掴んでいた手を、扉の開閉部の間にはさん
だもの。

78



自身の動作型災害の事例

人力台車による災害事例

被災者は、部品を台車上に乗せ、通路上を押
して移動していた。台車の取っ手の端を掴んで
いたため、通路脇に存在していた配電盤の角と、
台車の取っ手の間に指をはさみ、骨折を負った
もの。

79



自身の動作型災害の発生機構

80

災害事例の様に、作業者自身が持ち上げてい
た重量物や取り扱っていた台車等の用具と壁、
床等と激突し、手、指等をはさむことで災害が
発生する。

作業者が直接持つことができる重量、作業者
自身の力により発生する災害であるため、死亡
災害に至る可能性は少ないものと考えられるが、
はさまれ・巻き込まれ災害の10％程度を占めて
おり、無視することもできない規模の被害が発
生している。



自身の動作型災害への基本的対策

作業者が重量物を直接取扱う場合は、取り扱
う重量を作業者自身の体重の40％程度（女性の
場合は24％）に制限すること（腰痛防止対策ガ
イドライン）。

重量物を持ち上げ、移動させる場合は、置く
際の事を念頭に、作業開始前に危険予知活動を
行い、持ち手の位置等を検討すること。

人力運搬台車、建物の扉等に起因する災害も
少なからず発生しているため、製造者により定
められた持ち手がある場合は使用を徹底し、定
めがない場合は、安全な持ち手の位置の検討を
行うこと。 81



ロールボックスパレット安全マニュアル

82



ロールボックスパレット安全マニュアル

ロールボックスパレットにより、壁等との間
に手をはさむ災害が小売業等で多発していたた
め、ロールボックスパレット用の防護手袋も開
発、販売されている。

83
ロールボックスパレット 防護手袋 検 索



自身の動作型災害対策の好事例

84

写真はプレス機械の金型運搬用台車であり、運搬中に台車
を押す作業者の手、指が、建物や設備と接触し、はさまれる
ことを防止するため、台車にはスポンジ製のガードが設置さ
れている。

また、台車はプレス機械本体と連結する機能を有しており、
金型の移載時の落下を防止している。



85

切れ・こすれ災害
防止対策



製造業における切れ・こすれ災害

86

令和4年:滋賀県内で27件発生

 食品加工機、包丁、手工具等：7件

 設備、材料等のエッジ(動力なし)：6件

 木工機械：6件

 金属等切断機：5件

 釘打機：2件

 フィルム切断機：1件

災害発生原因としては、はさまれ・巻き込ま
れ災害と同様に、隔離の原則、停止の原則の違
反に起因するものが多い。

→ 災害防止対策も同様



切れ・こすれ災害防止対策

切れ・こすれ災害を防止するためには、はさ
まれ・巻き込まれ災害と同様に下記を徹底する
ことが基本となる。

隔離の原則：刃等の部分へのカバーの設置

停止の原則：調整、清掃等の作業時の機械の

停止の徹底

清掃作業等の際、機械を停止していたとして
も、停止中の刃物に接触することによる創傷災
害が発生する可能性が存在する。

→ 防刃手袋等の対策が必要となる。
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防刃手袋の導入

日常的に刃物を使用する飲食業、スーパー等
の小売業においても刃物による災害が多発傾向
にあるが、創傷災害を大きく減少させた対策と
して、防刃手袋の使用がある。

防刃手袋の上に、薄手のゴム手袋を重ねて使
用することで衛生面の問題もクリアしている。
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腰痛災害防止対策



腰痛災害への基本的対策

作業管理的対策(動作要因)
• 作業姿勢
• 重量物の取扱作業

(体重比 男:40% 女:24%)

作業環境管理的対策(環境要因)
• 作業環境温度(寒冷環境が悪影響)
• 床面の状況(整理整頓)

健康管理的対策(個人要因)
• 体格、筋力等(腰痛予防体操等)
• 心理的緊張の有無

90
厚生労働省 腰痛予防 エクササイズ 検 索



腰痛災害対策の好事例

91

重量物を直接取扱う作業者
にパワーアシストスーツを装
着させている。
パワーアシストスーツは、

持ち上げる動作を空気圧の力
でサポートするもの。



腰痛災害対策の好事例

92

製品積み変え作業について、
昇降機能を有するリフターを
設置し、その上にパレットを
置くことで、製品を積み変え
る際の上下方向の移動距離を
短縮、作業者の負担を軽減し、
腰痛予防を図っている。

フォークリフトが入りにく
い作業場所においても、パ
ワーアシストスーツとともに、
電動式ハンドリフトを併用す
ることで作業者の負担軽減を
図っている。



滋賀労働局
彦根労働基準監督署
が展開する各種施策
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新型コロナ感染症対策
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滋賀県産業安全の日

95
滋賀県産業安全の日 検 索



ゼロ災滋賀ロゴマーク

最近の労働災害の増加傾向を受け、安全衛生
意識の高揚を図るため、滋賀労働局では、ゼロ
災滋賀ロゴマークを制定し、事業場での使用を
奨励している。滋賀労働局のＨＰにおいて、卓
上カレンダー等のデータと併せて公開している。

(http://sh iga-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/) 96


